
第

神戸市営住宅条例の一部を改正する条例の件  

神戸市営住宅条例の一部を改正する条例を次のように制定する。

令和７年２月18日提出

神戸市長 久   元   喜   造

神戸市営住宅条例の一部を改正する条例

神戸市営住宅条例（平成９年４月条例第 12号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定の下線又は太線の表示部分（以下第１号及び

第２号において「改正部分」という。）及び改正後の欄に掲げる規定の下線又は

太線の表示部分（以下第１号及び第３号において「改正後部分」という。）につ

いては、次のとおりとする。  

(1) 改正部分及びこれに順次対応する改正後部分が存在するときは、当該改正

部分を当該改正後部分に改める。

(2) 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。

(3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。

改正後 改正前 

（用語の定義）  （用語の定義）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各

号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ

れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ

る。  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各

号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ

れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ

る。  

(1 )  市 営 住 宅  本 市 が 建 設 し 、 買

い 取 り 、 又 は 借 り 上 げ 、 そ の 住

民 等 に 賃 貸 し 、 又 は 転 貸 す る た

め の 住 宅 で あ っ て こ の 条 例 の 規

定 に よ り 設 置 す る も の 及 び そ の

附 帯 施 設 （ 改 良 住 宅 及 び 都 市 再

生 住 宅 の 店 舗 、 作 業 所 、 倉 庫 及

び 車 庫 を 含 む 。 以 下 同 じ 。） を い

(1 )  市 営 住 宅  本 市 が 建 設 し 、 買

い 取 り 、 又 は 借 り 上 げ 、 そ の 住

民 等 に 賃 貸 し 、 又 は 転 貸 す る た

め の 住 宅 で あ っ て こ の 条 例 の 規

定 に よ り 設 置 す る も の 及 び そ の

附帯施設をいう。  

23 号議案
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う。  

(2)～ (10) ［略］  (2)～ (10) ［略］  

（改良住宅の入居者資格等）  

第７条  ［略］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（改良住宅の入居者資格等）  

第７条  ［略］  

２  市 長 は 、 改 良 法 第 18条 の 規 定 に

よ り 改 良 住 宅 に 入 居 さ せ る べ き 者

が 入 居 せ ず 、 又 は 居 住 し な く な っ

た 場 合 に お い て は 、 前 項 の 規 定 に

か か わ ら ず 、 第 ５ 条 第 １ 項 第 １

号 、 第 ２ 号 、 第 ４ 号 及 び 第 ５ 号 に

掲 げ る 条 件 （ 高 齢 者 等 に あ っ て

は 、 同 項 第 １ 号 、 第 ４ 号 及 び 第 ５

号 に 掲 げ る 条 件 ） を 具 備 し 、 並 び

に 独 立 の 生 計 を 営 み 、 そ の 者 の 収

入 が 、 入 居 の 申 込 み を し た 日 に お

い て 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 金

額 を 超 え な い 者 を 当 該 改 良 住 宅 に

入居させることができる。  

(1) 第 ５ 条 第 １ 項 第 ３ 号 ア に 掲 げ

る場合  158,000円  

(2) 第 ５ 条 第 １ 項 第 ３ 号 イ に 掲 げ

る場合  139,000円  

(3) 前 ２ 号 に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場

合  114,000円  

３  前 項 の 改 良 住 宅 は 、 公 営 住 宅 と

み な し て 、 第 ５ 条 第 ２ 項 及 び 第 ３

項 、 前 条 、 第 13 条 か ら 第 15 条 ま

で 、 第 16条 第 １ 項 並 び に 第 17条 の
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第 ７ 条 の ２  市 長 は 、 改 良 法 第 18条

の 規 定 に よ り 改 良 住 宅 （ 附 帯 施 設

を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同

じ 。 ） に 入 居 さ せ る べ き 者 が 入 居

せ ず 、 又 は 居 住 し な く な っ た 場 合

に お い て は 、 前 条 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 第 ５ 条 第 １ 項 第 １ 号 、 第 ２

号 、 第 ４ 号 及 び 第 ５ 号 に 掲 げ る 条

件 （ 高 齢 者 等 に あ っ て は 、 同 項 第

１ 号 、 第 ４ 号 及 び 第 ５ 号 に 掲 げ る

条 件 ） を 具 備 し 、 並 び に 独 立 の 生

計 を 営 み 、 そ の 者 の 収 入 が 、 入 居

の 申 込 み を し た 日 に お い て 次 の 各

号 に 掲 げ る 場 合 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

当 該 各 号 に 掲 げ る 金 額 を 超 え な い

者 を 当 該 改 良 住 宅 に 入 居 さ せ る こ

とができる。  

(1) 第 ５ 条 第 １ 項 第 ３ 号 ア に 掲 げ

る場合  158,000円  

(2) 第 ５ 条 第 １ 項 第 ３ 号 イ に 掲 げ

る場合  139,000円  

(3) 前 ２ 号 に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場

合  114,000円  

２  前 項 の 改 良 住 宅 は 、 公 営 住 宅 と

み な し て 、 第 ５ 条 第 ２ 項 及 び 第 ３

項 、 第 ６ 条 、 第 13条 か ら 第 15条 ま

で 、 第 16条 第 １ 項 並 び に 第 17条 の

規定を準用する。  

規定を準用する。  
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（ 改 良 住 宅 の 附 帯 施 設 の 入 居 者 資

格等）  

第 ７ 条 の ３  市 長 は 、 改 良 法 第 18条

の 規 定 に よ り 改 良 住 宅 の 附 帯 施 設

に 入 居 さ せ る べ き 者 が 入 居 せ ず 、

又 は 使 用 し な く な っ た 場 合 に お い

て は 、 第 ７ 条 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 次 に 掲 げ る 条 件 を 具 備 す る 者

を 当 該 改 良 住 宅 の 附 帯 施 設 に 公 募

により入居させることができる。  

(1) 現 に 本 市 の 区 域 内 に 居 住 、 在

勤 又 は 事 業 所 を 有 す る 者 で あ る

こと。  

(2) 入 居 し よ う と す る 者 が 暴 力 団

員 で な い こ と （ 法 人 等 で あ る 場

合 に あ っ て は 、 当 該 法 人 等 に つ

い て 暴 力 団 員 が 役 員 と し て 又 は

実 質 的 に 運 営 に 関 与 し て い な い

こと。）。  

(3) 当 該 附 帯 施 設 を 使 用 す る 用 途

が 公 の 秩 序 又 は 善 良 の 風 俗 に 反

せ ず 、 か つ 、 騒 音 、 振 動 、 悪 臭

等 を 発 生 さ せ な い も の で あ る こ

と。  

２  店 舗 又 は 作 業 所 へ の 入 居 に つ い

て は 、 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、

速 や か に 営 業 を 開 始 し 、 当 該 営 業

を 継 続 す る に 必 要 な 能 力 を 備 え て

いることを条件とする 。  
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３  市 長 は 、 特 に 必 要 が あ る と 認 め

る と き は 、 前 ２ 項 に 掲 げ る 条 件 以

外の条件を定めることができる 。  

（都市再生住宅の入居者資格等 ) 

第８条  ［略］  

２  ［略］  

 

（都市再生住宅の入居者資格等 ) 

第８条  ［略］  

２  ［略］  

３  都 市 再 生 住 宅 に 入 居 す る こ と が

で き る 者 が 入 居 せ ず 、 又 は 居 住 し

な く な っ た と き は 、 当 該 都 市 再 生

住宅を公営住宅とみなす。  

第 ９ 条  市 長 は 、 都 市 再 生 住 宅 （ 附

帯 施 設 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い

て 同 じ 。 ） に 入 居 す る こ と が で き

る 者 が 入 居 せ ず 、 又 は 居 住 し な く

な っ た 場 合 に お い て は 、 前 条 の 規

定 に か か わ ら ず 、 当 該 都 市 再 生 住

宅 を 公 営 住 宅 と み な し て 第 ５ 条 、

第 ６ 条 、 第 13条 か ら 第 15条 ま で 、

第 16条 第 １ 項 並 び に 第 17条 の 規 定

を準用する。  

第９条及び第 10条  削除  

（ 都 市 再 生 住 宅 の 附 帯 施 設 の 入 居

者資格等）  

第 10条  市 長 は 、 都 市 再 生 住 宅 の 附

帯 施 設 に 入 居 す る こ と が で き る 者

が 入 居 せ ず 、 又 は 使 用 し な く な っ

た 場 合 に お い て は 、 第 ８ 条 の 規 定

に か か わ ら ず 、 次 に 掲 げ る 条 件 を

具 備 す る 者 を 当 該 都 市 再 生 住 宅 の

附 帯 施 設 に 公 募 に よ り 入 居 さ せ る
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ことができる。  

(1) 現 に 本 市 の 区 域 内 に 居 住 、 在

勤 又 は 事 業 所 を 有 す る 者 で あ る

こと。  

(2) 入 居 し よ う と す る 者 が 暴 力 団

員 で な い こ と （ 法 人 等 で あ る 場

合 に あ っ て は 、 当 該 法 人 等 に つ

い て 暴 力 団 員 が 役 員 と し て 又 は

実 質 的 に 運 営 に 関 与 し て い な い

こと。）。  

(3) 当 該 附 帯 施 設 を 使 用 す る 用 途

が 公 の 秩 序 又 は 善 良 の 風 俗 に 反

せ ず 、 か つ 、 騒 音 、 振 動 、 悪 臭

等 を 発 生 さ せ な い も の で あ る こ

と。  

２  店 舗 又 は 作 業 所 へ の 入 居 に つ い

て は 、 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、

速 や か に 営 業 を 開 始 し 、 当 該 営 業

を 継 続 す る に 必 要 な 能 力 を 備 え て

いることを条件とする。  

３  市 長 は 、 特 に 必 要 が あ る と 認 め

る と き は 、 前 ２ 項 に 掲 げ る 条 件 以

外の条件を定めることができる。  

（収入超過者に関する認定）  

第 38条  市 長 は 、 毎 年 度 、 次 の 各 号

に 掲 げ る 市 営 住 宅 の 入 居 者 が 当 該

市 営 住 宅 に 引 き 続 き ３ 年 以 上 入 居

し て い る 場 合 に お い て 当 該 入 居 者

の 収 入 が 当 該 各 号 に 掲 げ る 金 額 を

（収入超過者に関する認定）  

第 38条  市 長 は 、 毎 年 度 、 次 の 各 号

に 掲 げ る 市 営 住 宅 の 入 居 者 が 当 該

市 営 住 宅 に 引 き 続 き ３ 年 以 上 入 居

し て い る 場 合 に お い て 当 該 入 居 者

の 収 入 が 当 該 各 号 に 掲 げ る 金 額 を
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超 え る と き は 、 当 該 入 居 者 を 収 入

超 過 者 と し て 認 定 し 、 そ の 旨 を 当

該入居者に通知する。  

(1) ［略］  

(2 )  改 良 住 宅  第 ７ 条 の ２ 第 １ 項

各 号 に 掲 げ る 場 合 に 応 じ 、 そ れぞ

れ当該各号に掲げる金額  

(3) ［略］  

２  ［略］  

超 え る と き は 、 当 該 入 居 者 を 収 入

超 過 者 と し て 認 定 し 、 そ の 旨 を 当

該入居者に通知する。  

(1) ［略］  

(2 )  改 良 住 宅  第 ７ 条 第 ２ 項 各 号

に 掲 げ る 場 合 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当

該各号に掲げる金額  

(3) ［略］  

２  ［略］  

（ 公 営 住 宅 建 替 事 業 等 に 係 る 家 賃

の特例）  

（ 公 営 住 宅 建 替 事 業 等 に 係 る 家 賃

の特例等）  

第 52条  市 長 は 、 公 営 住 宅 建 替 事 業

に よ り 公 営 住 宅 の 入 居 者 を 新 た に

整 備 さ れ た 公 営 住 宅 に 入 居 さ せ る

場 合 、 法 第 4 4条 第 ３ 項 の 規 定 に よ

る 公 営 住 宅 の 用 途 の 廃 止 に よ る 公

営 住 宅 の 除 却 に 伴 い 当 該 公 営 住 宅

の 入 居 者 を 他 の 公 営 住 宅 に 入 居 さ

せ る 場 合 又 は 公 営 住 宅 の 計 画 的 な

改 善 の た め 昇 降 機 の 設 置 を 伴 う 改

修 工 事 を 行 っ た こ と に よ り 第 2 9条

第 ３ 号 の 規 定 に よ り 家 賃 の 変 更 を

行 っ た 場 合 に お い て 、 当 該 入 居 者

の 入 居 す る 公 営 住 宅 の 家 賃 が 従 前

の 公 営 住 宅 の 最 終 の 家 賃 を 超 え る

こ と と な り 、 当 該 入 居 者 の 居 住 の

安 定 を 図 る た め 必 要 が あ る と 認 め

る と き は 、 第 2 5条 第 １ 項 若 し く は

第 ３ 項 、 第 4 0条 第 １ 項 若 し く は 第

第 52条  市 長 は 、 公 営 住 宅 建 替 事 業

に よ り 公 営 住 宅 の 入 居 者 を 新 た に

整 備 さ れ た 公 営 住 宅 に 入 居 さ せ る

場 合 又 は 法 第 4 4条 第 ３ 項 の 規 定 に

よ る 公 営 住 宅 の 用 途 の 廃 止 に よ る

公 営 住 宅 の 除 却 に 伴 い 当 該 公 営 住

宅 の 入 居 者 を 他 の 公 営 住 宅 に 入 居

さ せ る 場 合 に お い て 、 当 該 入 居 者

の 新 た に 入 居 す る 公 営 住 宅 の 家 賃

が 従 前 の 公 営 住 宅 の 最 終 の 家 賃 を

超 え る こ と と な り 、 当 該 入 居 者 の

居 住 の 安 定 を 図 る た め 必 要 が あ る

と 認 め る と き は 、 第 2 5条 第 １ 項 若

し く は 第 ３ 項 、 第 40条 第 １ 項 若 し

く は 第 ２ 項 又 は 第 44条 第 １ 項 の 規

定 に か か わ ら ず 、 当 該 入 居 者 の 新

た に 入 居 す る 公 営 住 宅 の 家 賃 の 額

か ら 従 前 の 公 営 住 宅 の 最 終 の 家 賃
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２ 項 又 は 第 4 4条 第 １ 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 当 該 入 居 者 の 新 た に 定

め ら れ た 公 営 住 宅 の 家 賃 の 額 か ら

従 前 の 公 営 住 宅 の 最 終 の 家 賃 の 額

を 控 除 し た 額 に 次 の 表 の 左 欄 各 項

に 定 め る 入 居 期 間 の 区 分 に 応 じ て

そ れ ぞ れ 右 欄 各 項 に 定 め る 率 を 乗

じた額を減額するものとする。  

の 額 を 控 除 し た 額 に 次 の 表 の 左 欄

各 項 に 定 め る 入 居 期 間 の 区 分 に 応

じ て そ れ ぞ れ 右 欄 各 項 に 定 め る 率

を 乗 じ た 額 を 減 額 す る も の と す

る。  

［略］  
 

［略］  
 

第 52条 の ２  前 条 の 規 定 は 、 次 に 掲

げ る 事 由 に よ り 当 該 公 営 住 宅 の 入

居 者 を 他 の 公 営 住 宅 に 入 居 さ せ る

場合等について準用する。  

第 52条 の ２  前 条 の 規 定 は 、 次 に 掲

げ る 事 由 に よ り 当 該 公 営 住 宅 の 入

居 者 を 他 の 公 営 住 宅 に 入 居 さ せ る

場合について準用する。  

(1)、 (2) ［略］  (1)、 (2) ［略］  

(3 )  厚 生 年 金 住 宅 条 例 第 16条 第 ２

項 の 規 定 に よ り 公 営 住 宅 と み な

さ れ る 厚 生 年 金 住 宅 の 用 途 の 廃

止 及 び 計 画 的 な 改 善 の た め 昇 降

機の設置を伴う改修工事  

(3 )  厚 生 年 金 住 宅 条 例 第 16条 第 ２

項 の 規 定 に よ り 公 営 住 宅 と み な

さ れ る 厚 生 年 金 住 宅 の 用 途 の 廃

止  

別表第１（第４条関係）  別表第１（第４条関係）  

(1) 公営住宅  (1) 公営住宅  

ア  国の補助に係る公営住宅  ア  国の補助に係る公営住宅  

名 称 位 置 

［略］ ［略］ 

神戸市営唐櫃 

住宅 

 

 

［略］ 

名 称 位 置 

［略］ ［略］ 

神戸市営唐櫃 

住宅 

［略］ 

神戸市営桜の 

宮住宅 

神戸市北区甲栄台１丁

目、甲栄台２丁目、甲
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［略］ ［略］ 
 

栄台３丁目及び甲栄台

４丁目 

［略］ ［略］ 
 

イ 国の補助に係らない公営住宅 イ 国の補助に係らない公営住宅 

名 称 位 置 

神戸市営唐櫃 

住宅 

［略］ 

［略］ ［略］ 
 

名 称 位 置 

神戸市営唐櫃 

住宅 

［略］ 

神戸市営桜の 

宮住宅 

神戸市北区甲栄台３丁

目及び甲栄台４丁目 

［略］ ［略］ 
 

(2)～(4) ［略］ (2)～(4) ［略］ 

別表第５（第62条関係） 別表第５（第62条関係） 

(1) 公営住宅の共同施設として設置され

た駐車場 

(1) 公営住宅の共同施設として設置され

た駐車場 

ア 国の補助に係る公営住宅の共同施設

として設置されたもの 

ア 国の補助に係る公営住宅の共同施設

として設置されたもの 

公営住 

宅の名 

称   

駐車場の名称 駐車場の位置 

［略］ ［略］ ［略］ 

神戸市 

営唐櫃 

住宅 

 

 

 

 

 

［略］ ［略］ 

公営住 

宅の名 

称   

駐車場の名称 駐車場の位置 

［略］ ［略］ ［略］ 

神戸市 

営唐櫃 

住宅 

［略］ ［略］ 

神戸市 

営桜の 

宮住宅 

神戸市営住宅 

桜の宮第１駐 

車場 

神戸市北区甲 

栄台１丁目 

神戸市営住宅 

桜の宮第２駐 

神戸市北区甲 

栄台２丁目 
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［略］ ［略］ ［略］ 
 

車場 

神戸市営住宅 

桜の宮第３駐 

車場 

神戸市北区甲 

栄台３丁目 

神戸市営住宅 

桜の宮第４駐 

車場 

神戸市北区甲 

栄台２丁目及 

び甲栄台３丁 

目 

神戸市営住宅 

桜の宮第５駐 

車場 

神戸市北区甲 

栄台４丁目 

神戸市営住宅 

桜の宮第６駐 

車場 

神戸市北区甲 

栄台４丁目 

［略］ ［略］ ［略］ 
 

イ 国の補助に係らない公営住宅の共同

施設として設置されたもの 

イ 国の補助に係らない公営住宅の共同

施設として設置されたもの 

公営住 

宅の名 

称   

駐車場の名称 駐車場の位置 

神戸市 

営唐櫃 

住宅 

［略］ ［略］ 

 

 

 

  

［略］ ［略］ ［略］ 

(2)～(4) ［略］ 

公営住 

宅の名 

称   

駐車場の名称 駐車場の位置 

神戸市 

営唐櫃 

住宅 

［略］ ［略］ 

 

神戸市 

営桜の 

宮住宅 

神戸市営住宅 

桜の宮第１駐 

車場 

神戸市北区甲 

栄台１丁目 

［略］ ［略］ ［略］ 

(2)～(4) ［略］ 
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附 則  

この条例は、令和７年４月１日から施行する。   

 

理     由  

附帯施設の入居者資格等の規定、公営住宅の昇降機設置にかかる家賃上昇の緩

和措置及び市営住宅の用途廃止に当たり、条例を改正する必要があるため。  
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